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人参養栄湯 に よ る高脂血症 の 治療効果

横浜労災病院　内科

西川哲男、飯塚 　孝 、大村昌夫 、三 木隆司 、千葉省三

目的 ：ginsengは 、 血 圧 ・糖 脂質代謝異常に 有効 と考 え られ て い る 。 そ こで 、今回我 々

は、高コ レ ス テ ロ ール 血症者にginsengを含有する人参養栄湯を投与 し、その治療効果 を

検討 した 。 更 に は、抗 酸化 ・抗脂質 作用 を示すプ ロ ボ コ
ール と人参養栄湯 との 併用療法 を

行い 血 中脂質値の 変動 を検討 した 。 以上の 検討に よ り、人参養栄湯の 高脂血症に及 ぼす有

効性 を明か に した の で報告す る 。 対象 ・方法 ：観 察期中の総 コ レ ス テ ロ ール 値に 従 い 2群

に 分類 した 。 すなわち、そ の 値が 220・250mg〆dlに あ る対象者 15 （男8、女7例〉例 には、

人参養栄湯 7．59／日、12週間投与 を行っ た （単独群） 。 その 値が 250mg 〆dl以上の 高 コ レ ス

テ ロ
ー

ル 血症 20 （男4、女 16例）例に は、最初の 4週間プ ロ ボ コ
ール 500mg1日で治療 し、

それ以 降更 に 8週間人参養栄 湯7．591日を併用 した （併用群） 。 こ の 間、各血 中脂質 ・ア ポ

蛋自並 び に 一部の症例 でLp（a ＞値 を定量 し、こ れ ら薬剤の治療効果を明かに した 。 結果 ： 

単独群での 、 総 コ レ ス テ ロ ール 値 は 12週間 にわ たり前値 と同様 の値 を示 し変動が なか っ

た。 中性脂肪値 は12週後に明か に低下 して い た 。 HDL は有意差 は無 い が、やや増加傾向 を

示 した 。 LDLIHDL で計算 した動脈硬化指数 も低下傾向 を示 し た
。

ア ポ C 皿、　 C 皿 も低下傾

向が み ら れ た 。   併用群で は 、総 コ レ ス テ ロ
ール は 274．4 よ り241 ．3mg ！dlに有意 に低下

し、その時点で人参養栄湯 を併用8週 目で は235．2mgldlとわずかな低下をみ た。 中性脂肪

は 、12週 目で有意に低下 して い た。HDL は56．8mg ！dは りプ ロ ボ コ ール 4週 で 45．2mg 〆dlと

低下 するも、その併用で それ以 上 の 低下 は なか っ た 。 動脈硬化指数は 、4週目で 4．7 と上昇

する も併用すると4．5に低下 した 。 ア ポ CH 、　 C 皿は単独の 場合と同様に低下 した 。　 Lp（a）値

は人参養栄湯 を併用 した8週 目に低下傾 向を示 した 。 考察 ： 人参養栄湯単独治療効果 よ

り 、 血 中中性脂肪値の 滅少 をもた らすこ とが明 か で ア ポ C 且、皿の低下 も伴 っ て い た 。 併

用療法 で も同様で、高中性脂肪血症の 治療に本剤が有効 と考 え られた 。 動脈効果指数も軽

度改善傾向が み ら れ、更に 併用療法で は Lp（a 》を人参養栄湯が低下 する可能性 が 示 峻 され、

本剤 は抗動脈硬化剤 とし て臨床応用が可能 と考え られた。結藷 ：人参養栄湯は中牲脂肪値

を低下 させ 、同時に 抗動脈硬化作用 を示すこ とが判明 した 。
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